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虎の門病院　歯科

山田敏元

ジーシーソラーレ／ソラーレＰの
理工学的特徴と臨床応用
その3 臨床応用編

現在日本を始めとする先進国において、

最も臨床で多く用いられている修復材料

は、1960年代初頭、米国メリーランド州の

ゲイサスバーグにあるNIST（National

Institute of Standards and Technology）の

ボーエンにより合成されたBis‐GMAをマ

トリックスレジンに用いたコンポジットレ

ジンであり、その歴史は、はや40年近い

年月が経ている。フィラー粒子も初期に

は150ミクロンを越えるような大きな石英

粉末がシランカップリング材なしで用いら

れていたが、その後シラン処理が施され

るようになり、サイズも小さめのものが採

用され、最近では比較的軟らかいガラス

フィラーが主流を占めるようになっている。

さらにヨーロッパでは、酸化ケイ素のマイ

クロフィラーを一度レジンで固め、それを

粉砕したフィラー（有機質複合フィラー）が

導入され、MFRとして市場に広まった。

1982年以後は、従来の無機質フィラーを

用いていたレジンにもこのマイクロフィラ

ーが数パーセント混入されハイブリッド型

と称されている。また近年の製品では、フ

ィラーの大きさはさらに小さくなり、2ミク

ロン前後のものが中心になっている。さら

に最近、マイクロフィラーよりもより小さ

なナノサイズのフィラーを用いた製品が

市場に現れ、今回ジーシー社から開発・

市販されたソラーレ並びにソラーレＰにも

このナノサイズのフィラーにより造られた

有機質複合フィラーが用いられている。一

方、マトリックスレジンは、初期のもので

はBis‐GMA、3G（TEGDMA）、MMAなど

の混合物が用いられ、その後ヨーロッパ

ではUDMAが、また本邦各社では、Bis‐

GMAを部分的に修飾したものが開発され

て主に使用されている。ソラーレ、ソラーレ

PではUDMAを主なマトリックスレジンとし

て使用している。重合触媒に関しても、現

在では光重合方式が一般的になっている

ため、カンファーキノンが用いられている

が、ソラーレではさらに改良が施され、重

合前後の触媒の色調変化を小さく押さえ

たため、既に基礎編、臨床編で述べたよ

うに、ペーストの重合前後の色調変化が

ほぼなくなっており、シェードテイキングが

容易になっている。

このようにう�治療や歯冠の実質欠損

修復に多用されているコンポジットレジン

は、最近ポーセレンの破折、歯冠修復物

の露出歯頸部の修復など、補修修復にも

用いられ始めている。これはレジンボン

ディンング材の性能が向上したのみなら

ず、これらと併用して用いられるポーセレ

ンプライマー、メタルプライマー、さらに

は金属色や変色した歯質の色をマスキン

グし得るオペーカー、および不透明感の

強いオペークコンポジットレジン（ソラー

レのAO系）が開発されたことに拠るとこ

ろが大きい。すなわち、これらのプライマ

ー、ボンディング材を用いて補修修復が

審美的かつ容易に行い得るようになった

からであろう。特にジーシー社では、忙し

い臨床家がこれらの補修修復を簡便に行

うためのオールインワンのキットを開発

し、ジーシーC&Bリペアーキットとして市

販している。本応用編では、このジーシー

C&Bリペアーキットとソラーレコンポジッ

トレジンを併用した補修修復について解

説しようと思う。

ジーシーC&Bリペアーキットの

構成について

ジーシーC&Bリペアーキットは、基本的

にはメタルボンドや硬質レジンで作られた

前装冠やジャケット冠の一部が破折した

時などに、口腔内でリペアーするために

必要な材料を使いやすいケースに収納し

たキットであり、持ち運びやすく工夫され

ている（図1-1）。蓋をあけると、左側から

燐酸ゲルのエッチング液、セラミックプラ

イマーＡ、Ｂ液、メタルプライマーⅡ液、リ

ペアーアドヒトゥースプライマー液、リペ

アーアドヒアドヒーシブ液の順である（図

1-2）。これらはその名称が示す通り、種々

の補修修復に必要なプライマー、アドヒ

ーシブとなっている。また蓋の裏側には、

上から順にリペアーフロー：比較的透明な

光硬化型レジンセメント、リペアーペース

トDA2、DA3、E3、オペークOA3となって

いる（図1-3）。

ジーシーC&Bリペアーキットと

ソラーレ（シェードAO2、AO3）を用いた

補修修復の実際

図2-1以降に上顎中切歯硬質レジンの前

装部脱落の症例を示す。補修修復が当日

に完了し、患者さんの喜びも大きかった。

その他のソラーレを用いた審美修復

ソラーレを用いた審美修復の症例を図

3-1～3-3に示す。本症例も極めて審美的

な修復が完成し患者さんの満足度が高か

った。
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上顎中切歯硬質レジンの前装部脱落
の症例。2.

1

金属表面を粗い粒子のダイヤモンドポ
イントで切削した後に、リン酸ゲルで
数秒清掃する。

2.
2

補修修復に必要な各種の処理液、プラ
イマー、ボンディング材。1.

2

水洗乾燥後にメタルプライマーⅡを塗
布し、乾燥する。2.

3

補修修復に必要な各種のレジンペー
スト。1.

3

ついでリペアーアドヒ アドヒーシブを
塗布し、薄く伸ばす。

リペアーペーストオペークOA3。
2.
6

2.
4

光照射10秒。
2.
5

補修修復を簡便に行うためのオールイ
ンワンのキット、ジーシーC&Bリペアー
キット。

1.
1

光硬化したボンディングの上にオペーク
を薄く塗布する。2.

7

光照射20秒。
2.
8

歯冠の歯頸部半分にソラーレAO3を、
切縁側半分に移行的にソラーレAO2を
積層。

2.
9

上顎中切歯硬質レジンの前装部脱落の症例



ダイヤシャインにより湿式で研磨。
2.
12

補修修復の完了。
2.
13

スーパーファインのダイヤモンドポイ
ント（V16ff）により仕上げ。2.

11

術前。 ソラーレAO2による修復終了後。周り
の健全歯との色調適合も良好で患者
さんの喜びも大きい。

3.
3

3.
1

歯冠表層を削除。
3.
2

40秒ほど充分に光照射。
2.
10

下顎右側切歯の変色と、犬歯3級の色調不適合のレジン修復の症例

12

コンポジットレジンが市販され臨床で用

いられるようになって既に40年の歳月が

過ぎようとしている。過去10年程の間に、

レジンボンディング材もリン酸を用いたト

ータルエッチングのシステムからより生体

に対してマイルドなユニフィルボンドのよ

うなセルフエッチングプライマーのレジン

ボンディングシステムに移行しており、現

在ではこれらが世界の主流になっている。

また、ジーシーC&Bリペアーキットのよう

な金属やポーセレンに対するプライマー

も開発市販され、これまで不完全であっ

た補修修復も容易かつ審美的に行えるよ

うになり、コンポジットレジンが修復材の

メインになってその用途は広がりつつあ

る。このような時期にまさしく審美修復に

用いるべくして開発されたソラーレとソラ

ーレＰは、種々の症例に対して極めて審美

的な修復が可能となっており、一度臨床

で用いると、その色調適合の卓越さに驚

くほどである。今後ソラーレとソラーレＰ

によりますます審美的な接着修復が行わ

れ、国民の口腔健康の増進に役立つこと

を願って筆をおく。

まとめ
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